
体勢の工夫

摂食嚥下における薬剤師の役割
① 嚥下機能に影響を及ぼす薬剤の抽出と

代替薬の提案
② 剤形変更の提案やお薬の服⽤⽅法。

薬剤の選択
飲みやすい形状や回数にする

・小さい錠剤（カプセル剤は残留の可能性がある為、避ける）
・投与回数の少ない薬
・貼付剤、坐薬、吸入剤
・口腔内崩壊錠

内服の⽅法
飲みやすい⽅法にする

・粥などと一緒に食事中に飲む
※食事で吸収が悪くなる薬もあります。

・ゼリーやプリンに包む
・オブラートに包む（苦味健胃薬はダメ）
・服⽤後に水やトロミ水を飲む
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今回は②剤形変更の提案やお薬の服⽤⽅法について
お話します。口からお薬を飲む時に、嚥下障害が

あると誤嚥したり、薬が食道や胃に残留したり、
胃食道逆流が起こりやすくなります。
対策としては、以下のようになります。

皆様、こんにちは。
摂食嚥下チームの齋藤(薬剤師)です。
今回は摂食嚥下における薬剤師の役割に
ついてお話したいと思います。
お薬が適切に飲み込めるように、
主に2点についてサポートしています。

お薬を飲む時に
不安のある⽅は

薬剤師に
ご相談下さい

上を向かないで薬を飲む工夫をする
・リクライニング位（図1）
・首を前屈させて飲む
・鼻の部分をカットしたコップを使う（図2）


